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１．はじめに 
 人の一日の交通行動に関して，ある都市を訪問した

場合の退出時刻を把握することは，交通施設およびサ

－ビス施設の計画，運営上重要な問題となる． 
 これまでも帰宅時刻に関する研究は数多くされてい

る．1）2）しかし，これらの研究では目的地が比較的近

くに設定されており所要時間が短いため，帰宅時刻が

所要時間から独立したモデルとなっている．そこで本

研究では，日帰り交通を対象とし，所要時間を考慮し

た長距離交通にも適用できる退出時刻決定モデルを作

成することを目的とする． 
 
2．退出時刻決定モデルの作成 
 本研究では，非効用を用いて退出時刻決定モデルを

考える．その際，目的地への到着時刻を条件として，

非効用が最小となるように人は行動をとると仮定しモ

デルを作成する． 
非効用には以下を仮定する． 

 Dଶሺtୱሻ ൌ m୧expሺെαtୱሻ           (1) 
 Dଷሺt୦ሻ ൌ Bሾሼexpβሺt୦ െ tୠሻሽ െ 1ሿ           (2) 
 Dସሺtୱሻ ൌ δtୱ                            (3) 

 Dଶ：目的地滞在時間が短いことによる非効用 
 Dଷ：帰宅時刻が遅いことによる非効用 
  Dସ：目的地滞在時間が長いことによる非効用 

（疲労・飽きなど） 
 m୧：都市 i の魅力度（正のパラメ－タ） 
 tୱ：滞在時間   t୦：帰宅時刻 
 tୠ：Dଷの弁別閾に対応する時刻 
 α，B，β，δ：正のパラメ－タ 
ここでDଷを指数関数で仮定することにより，帰宅時

刻と所要時間を関係づける．また，非効用の感じ方は

個人でばらつきが生じると考えられるため，パラメ－

タtୠに個人差を導入し正規分布で仮定する． 
 各非効用は加算可能であると仮定し，非効用の和Dଶଷସが最少となるときの目的地退出時刻tが，到着時

刻t୧୬を条件とした最適な退出時刻t୫となる． 
 ここで，ݐୠ െ t୬を境界として場合分けが生じる． 

(ⅰ) t୭୫  ୠݐ  െ t୬ のとき（図－1） Dଶଷସ ൌ Dଶ  Dସ  ୢୢ୲బ Dଶଷସ ൌ െαmexpሼെαሺt െ t୧୬ሻሽ  δ          (4) 

ୢୢ୲బ Dଶଷସ ൌ 0 のとき t୭୫ ൌ t୧୬ െ ଵ
α

ln δ
α୫        (5) 

となり，t୭୫はt୬によらずt୧୬で決まる． 
 

 (ⅱ) t୭୫  ୠݐ  െ t୬ のとき（図－2） Dଶଷସ ൌ Dଶ  Dଷ  Dସ  ddt Dଶଷସ ൌ െαmexpሼെαሺt െ t୧୬ሻሽ βBexpሼβሺt  t୬ െ tୠሻሽ  δ     (6)  ୢୢ୲బ Dଶଷସ ൌ 0 のときの t ൌ t୭୫ とする． 

このときの退出時刻tと所要時間t୬の関係は t୬ ൌ ଵ
β

ln ቈ ଵ
βB ሾαmexpሼെαሺt െ t୧୬ሻሽ െ δሿ െ t  tୠ (7) 

 

 

図－1  t୭୫  ୠݐ  െ tnのときの退出時刻決定モデル 

 

図－2  t୭୫  ୠݐ  െ tnのときの退出時刻決定モデル 
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3．退出時刻決定モデルの適用 
3－1．利用デ－タ 
本研究では，Y，Z 市において県庁所在都市 J・K 市

への通勤・通学以外の日帰り訪問を対象にし，交通手

段や出発・帰宅時刻等を得るためのアンケ－ト調査を

行った．Ｙ市で平成 20 年 9 月 24~26 日，Ｚ市で平成

20 年 10 月 21~23 日に実施し，配布方法は，封筒を各

家庭に投函し郵送回収する方法をとった．配布枚数と

回収率は Y 市で 4000 枚，6.8％，Z 市で 3000 枚，6.0％
となった． 

  
3－2．パラメ－タの推定とその検定 
アンケ－ト結果をもとに得られた退出時刻決定モ

デルにおけるパラメ－タの推定結果を表－1 に示す．

また図－3，図－4 に J 市，K 市からの退出時刻の実測

値と理論値の分布を示す．自由度 4 で χ2検定を行った

結果有意水準 0.5％の適合度を得たため，このモデルは

妥当であるといえる．また，到着時刻の平均値t୧୬ ൌ 10
を代入したときの退出時刻と所要時間の関係を理論値

と実測値について図－5 に示す． 
表－1 パラメ－タ推定結果 

Ｍｊ Ｍｋ αｊ αｋ Ｂ 

125 96 0.16 0.33 0.14 

β δ µＴｂ σＴｂ χ2値 

3.13 0.085 20 1.6 14.5 

 

図－3 Ｊ市における退出時刻の実測値と理論値の分布 

図－4 Ｋ市における退出時刻の実測値と理論値の分布 

図－5 退出時刻と所要時間の関係 

図－6 滞在時間と所要時間の関係 

 
4．おわりに 
本研究では，通勤・通学以外の日帰り大都市訪問交

通に関して，所要時間を考慮した退出時刻決定モデル

を作成し，実測値と理論値を比較することでモデルの

妥当性を示すことができた． また今回のモデルを用い

て所要時間と滞在時間の関係（図－6）もあらわすこと

ができる． 
しかし，今回のデ－タは比較的長距離交通を対象と

しているため，2の(ⅰ)の場合が弱まり，結果として(ⅱ)
の場合が大きく働いている．そのため，今後は所要時

間が短い場合についてもモデルを適用できるようにパ

ラメ－タを調整する必要がある． 
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